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アイフレイル自己チェック
□目が疲れやすくなった
□夕方になると見にくくなることが増えた
□新聞や本を長時間見ることが少なくなった
□食事のときにテーブルを汚すことがたまにある
□メガネをかけてもよく見えないと感じることが
　多くなった
□まぶしく感じやすくなった
□はっきり見えないときにまばたきすることが
　増えた
□まっすぐの線が波打ってみえることがある
□段差や階段が危ないと感じたことがある
□信号や道路標識を見落としそうになったことが
　ある

ア
イ
フ
レ
イ
ル

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
の
影
響
に
よ
り
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
を

休
止
し
て
い
ま
す
が
、予
定
し
て
い
た
講
義
内
容
の
一
部
を
お
届
け
し
ま
す
。

眼
科
　
小
林 

秀
雄

「
ア
イ
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
耳
に
す
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
加
齢
に
と
も

な
い
身
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
低

下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
障
害

に
陥
り
や
す
い
状
態
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
も
う
少
し
具
体
的
に
い
う
と
、

介
護
が
必
要
な
ほ
ど
で
は
な
い
も

の
の
、
健
康
で
は
な
い
段
階
が
「
フ

レ
イ
ル
」
で
す
。
そ
の
中
で
も
目
に

関
す
る
フ
レ
イ
ル
で
あ
る
、
「
ア
イ

フ
レ
イ
ル
」
の
重
要
性
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

「
ア
イ
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
年
を

状
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

読
書
、
運
転
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味

な
ど
、
人
生
の
楽
し
み
や
快
適
な
日

常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
人
を
減
ら
す

こ
と
が
「
ア
イ
フ
レ
イ
ル
」
対
策
の

目
標
で
す
。
ず
っ
と
一
緒
に
頑
張
っ

て
き
た
目
の
健
康
に
目
を
向
け
、
こ

れ
か
ら
も
快
適
な
見
え
方
を
維
持
す

る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

し
ょ
う
。

アイフレイルの自己チェックで
2つ以上当てはまった方は、
一度お近くの眼科を受診してみましょう。

放
っ
て
お
か
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
状
態
を
放
置
し
て
い

る
と
更
に
衰
え
が
進
み
、
見
え
方
の

低
下
を
常
に
自
覚
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
更
に
進
行
し
重
度
な
障
害
に

陥
る
と
回
復
は
難
し
く
な
り
、
自
立

機
能
の
低
下
や
日
常
生
活
の
制
限
を

伴
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
〝
歳
の
せ

い
〟
と
片
付
け
て
し
ま
う
前
に
、
早

期
発
見
に
よ
り
適
切
な
予
防
・
治
療

を
行
う
こ
と
で
、
進
行
を
遅
ら
せ
症

と
っ
て
目
が
衰
え
て
き
た
と
こ
ろ
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
外
的
・
内
的
ス
ト
レ
ス

が
加
わ
る
こ
と
で
、
視
機
能
（
目
で

見
る
能
力
）
が
弱
く
な
っ
た
状
態
、

ま
た
そ
の
リ
ス
ク
が
高
い
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
ア
イ
フ

レ
イ
ル
」
と
は
、
目
が
完
全
に
見
え

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ぼ

ん
や
り
と
し
て
い
た
り
、
小
さ
な
文

字
が
見
え
づ
ら
か
っ
た
り
と
、
何
か

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
状
態
を
指
し

ま
す
。

最
初
は
無
症
状
で
あ
る
こ
と
も
多

い
の
で
す
が
、
時
に
見
づ
ら
さ
や
不

快
感
と
し
て
自
覚
す
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
〝
歳
の
せ
い
〟
な
ど
と

当院では、全身麻酔または脊髄くも膜下麻酔による手術を予定されている患者様を対象に、「麻
酔科術前診察外来」を新たに開設いたしました。本外来は、手術に先立って麻酔科医が診察を行い、
患者様の全身状態を確認したうえで、最適な麻酔方法を検討・計画することを目的としています。

麻酔は手術を安全かつ快適に行ううえで必要不可欠な医療行為ですが、患者様の体調や既往歴、
内服薬、アレルギーの有無などによって麻酔のリスクは大きく変わります。そのため、術前に詳し
い問診や診察を行うことが重要です。必要に応じて検査を追加することで、より安全な麻酔管理
が可能となります。診察時には、麻酔の種類や流れ、麻酔中および術後に起こりうる副作用、合併
症のリスクなどについても詳しくご説明し、不安や疑問を取り除くことに努めています。

また、術後の疼痛管理（術後鎮痛）についても、麻酔科が重要な役割を担っています。手術後の痛
みを適切にコントロールすることは、回復の促進や合併症の予防、早期離床、精神的ストレスの軽
減などにつながります。鎮痛法としては、硬膜外鎮痛、神経ブロック、鎮痛薬（内服・点滴・注射）な
どがあり、手術の種類や患者様の状態に応じて最適な方法を提案させていただきます。

さらに、手術前の禁煙も非常に重要な要素です。喫煙は気道分泌物の増加、肺機能の低下、創傷
治癒の遅れ、術後肺合併症のリスク増加など、麻酔や手術に悪影響を及ぼすことが知られていま
す。たとえ短期間でも禁煙することでリスク軽減につながります。喫煙習慣のある患者様には、麻
酔科外来でも禁煙の重要性をご説明させていただきます。

麻酔科術前診察外来の開設麻酔科術前診察外来の開設
～安心して手術を受けていただくために～～安心して手術を受けていただくために～

毎週月曜日・水曜日・金曜日　午前9時30分～ 11時00分

麻酔科　村田 聡美

診療日・時間

本外来は主治医からの申し込み制です。
対象となる患者様には、主治医より個別にご案内いたします。

予約方法

麻酔科術前診察外来は、安全で質の高い周術期医療を提供するための重要な取り組みです。
安心して手術に臨んでいただけるよう、スタッフ一同全力でサポートいたします。

ご不明な点がございましたら、どうぞ遠慮なくお問い合わせください。
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P
C
U
は
、「
あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
こ
と

を
支
え
ま
す
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、が
ん

を
持
つ
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
に
対
し
て

日
々
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

痛
み
や
つ
ら
い
症
状
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

心
の
ケ
ア
を
行
い
、退
院
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
ま
す
が
、P
C
U
は「
最
期
の
場
所
」

「
入
院
し
た
ら
帰
れ
な
い
」等
の
イ
メ
ー
ジ
を

も
た
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。入

退
院
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、最
期
を
P
C
U

で
過
ご
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、
症
状
が
落
ち
着
て
い
る
時
、

症
状
が
あ
っ
て
も
家
で
過
ご
し
た
い
と
い
う

患
者
さ
ん
の
思
い
を
汲
み
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃

さ
な
い
よ
う
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

退
院
後
も
困
ら
な
い
よ
う
訪
問
看
護
や

介
護
保
険
の
活
用
な
ど
必
要
な
体
制
を
整
え
、

地
域
の
多
職
種
の
方
々
と
も
連
携
し
て
い
ま

す
。ま
た
、退
院
さ
れ
て
か
ら
も
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
と
協
力
し
な
が
ら
24
時
間
体
制
で
電

話
相
談
や
緊
急
入
院
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

お
り
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

病
室
は
、暖
か
い
日
差
し
が
入
る
南
向
き

で
す
。各
部
屋
に
面
し
て
い
る
庭
園
は
、今
年

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、色
と
り
ど
り
の
お
花
が

咲
い
て
い
ま
す
。病
室
で
病
気
や
つ
ら
い
症
状

と
向
き
合
う
だ
け
で
な
く
、車
い
す
で
、ベ
ッ

ド
で
、ご
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
庭
園
を

散
歩
し
、外
の
空
気
や
景
色
に
触
れ
、き
れ
い

な
お
花
を
見
る
こ
と
で
、笑
顔
に
な
り
ほ
っ
と

で
き
る
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

病
棟
の
廊
下
に
は
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
癒
し
と
な
る
よ
う
絵
画
や
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
な
ど
、季
節
ご
と
に
飾
り
付
け
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
流
行
に
て
、
24
時
間
可
能
な
面

会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
P
C
U
な
ら
で
は
の
こ
と

が
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。徐
々
に
緩
和
さ

れ
て
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
は
ま
だ

戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。患
者
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
の

人
生
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
や
楽
し
み
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、P
C
U
の
中
で

も
楽
し
み
を
見
つ
け
、実
現
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

シリーズ職場紹介

PCU
（緩和ケア病棟） チーム医療

RSTチーム
RST（呼吸ケアサポートチーム）について

皆さん「人工呼吸器」はご存知でしょうか？コロナ禍のニュースでよく耳に
したのではないでしょうか。

人工呼吸器は、呼吸が困難になったり、停止したりした時に、呼吸をサポー
トしてくれる医療機器です。喉に管を入れるもの、マスクを当てるものがあり、
患者さんの状態に合わせて呼吸を補助したり完全に代行したりする機能があ
ります。一方で、人工呼吸器使用によるデメリットとして、肺障害や肺炎、精
神的苦痛、鎮静薬の副作用などがあります。

今回はRST（Respiratory Support Team：呼吸ケアサポートチーム）につ
いて紹介します。RSTは、主に人工呼吸器装着患者さんの早期離脱を目的と
して、安全で効果的な人工呼吸管理が出来るようサポートするチームです。

当院のRSTは、医師、看護師、理学療法士、栄養士、臨床工学技士、事務職員で構成されています。活
動日は毎週月曜日（第3週は水曜日）です。主な活動内容として、人工呼吸装着患者さんの状態を把握し、
適切なアドバイスや支援を行うための回診（RSTラウンド）があります。多職種でそれぞれの専門知識や技
術を出し合い、安全で・より質の高い人工呼吸器管理ができるように努めています。そして、長期間にわた
る人工呼吸器の使用は合併症のリスクや負担が大きくなるため、早期離脱を目指した呼吸管理の提案をし
ています。

具体的に…医師は、各種検査結果から診断や人工呼吸器設定の評価、離脱計画の策定やアドバイス、
意思決定支援。看護師は、口腔ケアの評価、損傷の有無、鎮痛・鎮静の評価、合併症予防の提案。理学療
法士は、呼吸機能改善を目的とした呼吸練習や排痰練習、身体機能向上として筋力練習、ADL向上を目的
に車いす移乗など。栄養士は栄養状態の評価と栄養計画、栄養サポートを実施。臨床工学技士は、安全な
人工呼吸器管理や呼吸状態に合わせた機器設定について意見を出し情報共有しています。

人工呼吸器は、呼吸のサポートをし、生命を維持
するための大切な生命維持管理装置です。RSTで
はチーム一丸となり、最適な呼吸ケアの提供ができ
るよう、今後も取り組んでいきたいと思います。患
者さんの負担軽減はもちろん、家族や周りのスタッ
フが安心できるようにサポートしていきます。

人工呼吸器や呼吸ケアについて困ったことがあ
れば、RSTメンバーにご相談ください。

臨床工学科　橋本 愛
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はじめまして。研修医１年目の千野航平と申します。
出身は新潟県で、群馬大学を卒業しました。日々多く
の学びと刺激に囲まれ、充実した毎日を送っておりま
す。皆様にご迷惑をおかけすることも多いと思います
が、一人でも多くの患者さんに信頼される医師を目指
し、知識と技術の習得に励んでいきたいと思います。
またプライベートでも新たな趣味としてゴルフを始め
たり、自然の中を散歩したりと富岡を満喫しておりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

研修医2年目の松尾隆平と申します。大学時代はラグ
ビー部に所属しており、そこで培った体力や仲間との
協力の大切さは、現在の医療現場でも大いに役立って
います。趣味は麻雀、筋トレ、ゴルフで、休日にはリ
フレッシュしながら心身の健康を保つよう心がけてい
ます。患者様一人ひとりに寄り添った丁寧な診療を心
がけ、安心して相談いただける医師を目指して日々努
力しております。どうぞよろしくお願いいたします。

初めまして、研修医１年目の小山健吾と申します。群馬
大学を卒業し、今年の春から公立富岡総合病院で研修
を始めました。趣味は大学時代に始めたゴルフとプロ
野球観戦で特に好きな球団は横浜ベイスターズです。
この二年間で様々な診療科を回って幅広い知識や技術
を身につけていきたいと思っています。また、先生方を
始め他の職種の方々とも積極的にコミュニケーション
をとり、医師としてだけでなく人間としてもより成長し
ていきたいと思っています。よろしくお願いします。

研修医２年目の松本直也です。昨年に引き続き今年
も富岡総合病院で研修させていただいております。1
年目は同期やともに仕事をさせていただくスタッフの
方々に恵まれ、充実した研修を送ることができ、大き
く成長できた年でした。2年目の今年はこれまでに吸
収できたことを富岡地域の医療や新しくできた後輩達
に還元しつつ、自身も引き続き数多くの知識や技術を
学び続けていきたい所存です。至らぬ点も多々ありま
すが、引き続きよろしく願いいたします。

研修医2年目の石井大暉と申します。昨年に引き続き、
富総で研修させていただいております。入職から1年、
患者さんやスタッフの方々のご協力の下、多くのこと
を学ばせていただきました。まだまだご迷惑をおかけ
する部分も多いと思いますが、地元である富岡市に貢
献できるよう、今後も努めていきたいと思っておりま
す。今年度もよろしくお願いします。

研修医2年目として、より一層主体的に学び、富岡地域
の患者さんに信頼される医師を目指します。1年目で
得た知識と経験を基に、診療の幅を広げ、判断力と対
応力を高めていきたいです。多職種と連携し、チーム
医療の一員として責任を持ち、日々成長していけるよ
う努力します。

こんにちは、研修医１年目の張暁希(チョウ　アキ)で
す。
私は新潟育ちで、医学部は中国のキナン大学をでま
した。向こうですでに皮膚科医の研修を終えています
が、初心に戻り、自分の将来の道を見つめ直すチャン
スをいただけたので、もう一度研修を楽しみたいと思
います。趣味はたくさんありますが、最近はダンス、
ゴルフをメインでやっています。まだまだ未熟です
が、2年間よろしくお願いいたします。

Aki Cho

Hiroaki Ishii Kengo KoyamaNaoya Matsumoto

Kouhei ChinoRyūhei MatsuoYūta Shiono

初めまして。研修医1年目の戸田と申します。埼玉県出
身で、北海道大学を卒業しました。晴れた日の山の景
色と炊きたてのご飯が大好きです。最近は、当直明け
を迎えると貫前神社へお参りするようになりました。
病院見学の時と変わらず、温かい雰囲気の中、日々勉
強できる恵まれた環境に心から感謝しております。一
日でも早く一人前の医師になれるように精一杯努力し
ます。2年間よろしくお願いいたします 。

研修医２年目の砂長佑香と申します。前橋市出身で
県外の大学を卒業後、群馬県に戻って参りました。昨
年は多くの医療スタッフや事務の方々、そして患者さ
んに支えられ、学びの多い一年を過ごすことができま
した。４月からは後輩も増え教える立場になりました
が、己の知識不足を痛感する日々です。まだまだ未熟
者でありご迷惑をおかけすると思いますが、地域医療
に貢献できるように今後も精一杯努力しますのでよろ
しくお願いいたします。

Teruhisa TodaYūka Sunaga

こんにちは。研修医１年目の尾形穣と申します。高崎
市出身で、群馬大学を卒業しました。研修が始まって
数ヶ月ですが、内視鏡や救急外来等を経験させていた
だき、とても充実した毎日を過ごしています。まだま
だ未熟ですが、熱心に学びを重ね、少しでも病院に貢
献できるような医師を目指します。バスケと音楽が趣
味で、最近ゴルフも始めました。富岡市内で学習ボラ
ンティアの活動にも参加しています。２年間よろしく
お願いいたします。

Yutaka Ogata
研修医２年目の中村竜也です。１年目は皆さんのご協
力のおかげで、まだまだ未熟ですが多くのことを学べ
ました。得られた経験を活かして、富岡の医療に貢献
したいです。今年度はより一層成長できるよう積極的
に研修に望みたいと考えています。今後ともよろしく
お願いします。

Tatsuya Nakamura

医修研 介紹の
1年生2年生

皆様こんにちは。研修医１年の田中　寿哉（タナカ　
トシヤ）と申します。高校生まで群馬県で過ごし、そ
の後ハンガリーというあまり聞き馴染みのない国にあ
る大学を卒業して参りました。見かけたら話しかけて
いただけると幸いです。
入職して１ヶ月が経ち、職員皆様の温かさに助けられ
ております。人として、医師としてまだまだ未熟では
ありますが、少しでも皆様のお役に立てるよう精進い
たします。よろしくお願い申し上げます。

Toshiya Tanaka
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る
客
観
的
な
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

当
院
で
は
、座
席
に
座
る
姿
勢
や
ペ

ダ
ル
操
作
、ハ
ン
ド
ル
操
作
な
ど
の
動

作
確
認
、周
り
の
状
況
を
正
し
く
把
握

す
る
能
力
、と
っ
さ
の
事
態
に
対
応
で

き
る
判
断
力
や
問
題
解
決
能
力
な
ど

に
つ
い
て
、日
常
生
活
場
面
の
行
動
観

察
、卓
上
で
の
紙
面
検
査
、実
際
の
車

を
使
用
し
た
検
査
、ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ

皆
さ
ん
は「
脳
卒
中
後
の
自
動
車
運

転
再
開
」と
聞
く
と
、ど
の
よ
う
な
印

象
を
持
た
れ
る
で
し
ょ
う
か
。「
事
故

を
起
こ
さ
な
い
か
心
配
」と
思
わ
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

た
し
か
に
自
動
車
運
転
は
高
度
な

認
知
・
判
断
能
力
や
、と
っ
さ
の
操
作

が
で
き
る
運
動
能
力
が
必
要
に
な
る

と
て
も
難
易
度
の
高
い
行
為
で
す
。そ

の
た
め
加
齢
や
病
気
の
影
響
で
運
転

が
困
難
に
な
り
や
す
い
こ
と
も
事
実
で

す
。し
か
し
高
齢
で
あ
っ
た
り
病
気
を

患
っ
た
り
し
た
後
で
も
、自
動
車
運
転

を
す
る
の
に
十
分
な
能
力
を
有
し
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
重
要
な

の
は「
脳
卒
中
を
起
こ
し
た
か
ら
危
な

い
」と
漠
然
と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な

く
、そ
の
方
の
自
動
車
運
転
に
関
す
る

現
状
能
力
を
把
握
し
、「
『
正
し
く
』

気
を
付
け
る
」こ
と
で
す
。

ま
ず
脳
卒
中
後
の
自
動
車
運
転
で

気
を
付
け
る
こ
と
は
、手
足
の
運
動
麻

痺
で
す
。右
手
の
麻
痺
で
は
ハ
ン
ド
ル

や
ウ
イ
ン
カ
ー
操
作
、ド
ア
の
開
け
閉

め
な
ど
、左
手
の
麻
痺
で
は
ワ
イ
パ
ー

や
ラ
イ
ト
、シ
フ
ト
レ
バ
ー
、ハ
ザ
ー

ド
ラ
ン
プ
の
操
作
、右
足
は
ア
ク
セ
ル

や
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の
操
作
、ペ
ダ
ル

の
踏
み
替
え
、左
足
は
ク
ラ
ッ
チ
操
作
、

フ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー

キ
操
作
に
影
響
し
ま
す
。

た
だ
し
、こ
れ
ら
の
操
作
は
車
両
の

レ
バ
ー
や
ペ
ダ
ル
を
改
造
す
る
こ
と
で

片
手
や
片
足
で
の
操
作
が
可
能
に
な
る

た
め
、患
者
様
本
人
が
自
分
自
身
の
運

動
麻
痺
を
自
覚
し
適
切
な
対
処
法
を

理
解
さ
れ
て
い
れ
ば
解
決
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

次
に
気
を
付
け
る
こ
と
は
、半
盲
や

半
側
空
間
失
認
と
い
っ
た
視
覚
に
よ
る

認
識
能
力
の
問
題
で
す
。半
盲
は
左
右

ど
ち
ら
か
半
分（
も
し
く
は
上
下
4
分

の
1
）が
見
え
な
く
な
る
と
い
う
症
状

で
、半
側
空
間
失
認
は
視
力
や
視
野
が

保
た
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、左
右

ど
ち
ら
か
半
分
か
ら
の
視
覚
情
報
を
脳

が
認
識
で
き
な
く
な
る
症
状
で
す
。半

盲
は
実
際
に
見
え
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
た
め
本
人
も
気
づ
く
こ
と
が
多
く
、

意
識
的
に
そ
ち
ら
を
向
く
こ
と
で
対
処

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、半
側
空

間
失
認
は
自
覚
す
る
の
が
難
し
く
、見

落
と
し
て
い
る
側
の
壁
に
体
の
一
部
が

ぶ
つ
か
っ
て
初
め
て
気
づ
い
た
り
、ぶ

つ
か
っ
て
も
な
お
自
覚
で
き
な
か
っ
た

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め

自
動
車
運
転
再
開
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
は
、「
自
分
は
大
丈
夫
だ
」と
主
観

で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、他
者
に
よ

レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
検
査
な
ど
で
評

価
し
、得
ら
れ
た
情
報
を
組
み
合
わ
せ

て
解
釈
し
て
患
者
様
の
運
転
能
力
の
現

状
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。得
ら
れ
た

情
報
は
主
治
医
や
担
当
者
間
で
共
有

し
、患
者
様
や
ご
家
族
へ
と
説
明
し
て

い
ま
す
。

実
際
の
自
動
車
運
転
可
否
に
つ
い

て
は
前
橋
市
に
あ
る
群
馬
県
総
合
交

通
セ
ン
タ
ー（
通
称
免
許
セ
ン
タ
ー
）

で
判
断
さ
れ
ま
す
が
、入
院
中
の
評
価

で「
実
際
の
運
転
場
面
を
観
察
し
た
ほ

う
が
よ
い
」と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、

免
許
セ
ン
タ
ー
に
行
く
前
に
自
動
車
教

習
所
で
の
実
車
評
価
を
勧
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。当
院
で
は
近
隣
の
自
動
車

教
習
所
と
連
携
し
、患
者
様
の
現
状
能

力
・
不
安
な
点
を
共
有
し
て
実
際
の
運

転
場
面
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
試
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。教
習
所
の
教
官
が
同

乗
し
て
評
価
し
た
結
果
を
病
院
ま
で
返

送
し
て
い
た
だ
き
、主
治
医
が
意
見
書

を
作
成
す
る
際
の
判
断
材
料
と
し
て
い

ま
す
。院
内
の
評
価
で
は
分
か
ら
な
い
、

実
際
に
自
動
車
を
運
転
し
た
時
の
様
子

を
知
る
こ
と
は
、安
全
な
自
動
車
運
転

再
開
を
す
る
た
め
に
と
て
も
重
要
で
す
。

Na
no

ka
ichi
 Hospital News

Nanokaichi Hospital N
ew

s

七日市病院
ニュース

当院で使用しているドライブ
シミュレーターです。様々な
場面を想定して危険予測や
操作能力を評価できます。

停止車両評価の様子です。
実際の車両を使用する
ことで、紙面上やシミュ
レーター検査の結果に納
得できない方でも納得が
得られやすいです。

今年５月、群馬県脳卒中地域連携の会にて当院の運転評価の取組みを発表しました。

脳
卒
中
後
の
自
動
車
運
転
再
開
評
価
に
つ
い
て

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
科

作
業
療
法
士
　
在
原 

裕

評
価
の
結
果
、自
動
車
運
転
を
再
開

す
る
の
は
危
険
が
大
き
い
と
判
断
さ
れ

た
場
合
に
は
、家
族
に
よ
る
送
迎
や
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
利
用
を
勧
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。富
岡
市
に
は
愛
タ
ク
と
い

う
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
制
度
が
あ
る

た
め
、う
ま
く
活
用
で
き
れ
ば
買
い
物

や
通
院
な
ど
、市
内
の
移
動
の
手
助
け

と
な
り
ま
す
。当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、日
常
生
活
上
の
行
動
範

囲
に
必
要
な
公
共
交
通
機
関
の
経
路

を
一
緒
に
調
べ
た
り
、電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
使
っ
て
タ
ク
シ
ー

の
予
約
を
取
る
方
法
を
練
習
し
た
り
と
、

自
動
車
運
転
再
開
が
で
き
な
か
っ
た
と

し
て
も
そ
の
方
の
今
後
の
地
域
生
活
が

安
全
・
円
滑
に
行
え
る
よ
う
支
援
に
努

め
て
い
ま
す
。
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内　科

外来担当医表

午前

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日月曜日

【受付時間】…〔内　科〕午前8：30～11：30、午後8：30～16：30
 　〔皮膚科〕8：30～11：00
【診療時間】…午前9：00～12：00、午後2：00～5：00

永井
竹原

馬原
新井
土屋

藤田（再診のみ）
金古
竹原

樋口（達）
南雲
市川

根岸
飯塚
竹原

馬原
田中（伸）
根岸

永井
渡邊
田中（聡）（再診のみ）

樋口（清）土屋

皮膚科
午前

午後

午後

皮膚科／茂木
（第１･3･5週）

皮膚科／安田
診察 10:00～

清水（第１･３週）
田中（聡）（第２･４週･再診のみ）
竹原

初診の予約はありませんので、受付時間内にお越しください。
発熱やせき、喉の痛みなどの風邪症状がある患者さんは、事前にお電話でお問い合わせください。

こ
ん
に
ち
は
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア

認
定
看
護
師
、工
藤 

亜
希
子
で
す
。

み
な
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？
公
立

七
日
市
病
院
で
は
退
院
後
訪
問
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

退
院
後
訪
問
指
導
と
は

「
退
院
後
に
患
者
さ
ん
の
自
宅

を
訪
問
す
る
こ
と
で
、退
院
後
の
生

活
を
円
滑
に
送
る
こ
と
が
で
き
、自

宅
療
養
で
の
不
安
を
最
小
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
」こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

当
院
で
は
２
０
１
６
年
よ
り
退

院
後
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。当
時

は
ま
だ
県
内
で
も
あ
ま
り
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、現
在
で
は

数
多
く
の
病
院
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

退
院
後
訪
問
指
導
の
対
象
に
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
ま
す
が
、お
も

に
私
が
担
当
し
て
い
る
対
象
は
褥

瘡（
床
ず
れ
）
②
人
工
肛
門
・
人
工

膀
胱
の
患
者
さ
ん
で
す
。

退
院
後
訪
問
の
頻
度

退
院
後
１
ヶ
月
以
内
に
５
回
ま

で
の
訪
問
が
可
能
で
す
。
状
況
や

希
望
に
よ
り
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
は
群
馬
大
学
付
属

病
院
よ
り
皮
膚
科
医
師
安
田
先
生

の
回
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。褥
瘡
対

策
委
員
会
委
員
長
永
井
先
生
も
同

行
し
て
、病
棟
回
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。
褥
瘡（
床
ず
れ
）で
お
困
り
の

方
は
ぜ
ひ
、
七
日
市
病
院
皮
膚
科

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

訪
問
看
護
を
利
用
し
て
い
る
患

者
さ
ん
で
は
、
訪
問
看
護
師
と
同

行
訪
問
を
行
い
、
在
宅
療
養
支
援

が
よ
り
効
果
的
に
な
る
よ
う
に
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

退
院
後
訪
問
指
導
に
よ
り
、
療

養
環
境
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
見
直
し

に
つ
な
が
る
こ
と
あ
る
た
め
、

病
棟
看
護
師
よ
り
退
院
後
訪
問

を
す
す
め
ら
れ
た
場
合
は
、ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

退
院
後
訪
問
指
導
に
つ
い
て（
ご
紹
介
）

皮
膚・排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
　
工
藤 

亜
希
子

1・2病棟外来リハビリ係長　理学療法士　高橋 茂

リハビリテーションの関わり

おうちに帰る準備
–実際の環境調整について【掃除動作編】 –

今回は前回の炊事動作に引き続き家事動作の
一つである掃除動作について取り上げていきた
いと思います。

掃除については、多くの方が年末に取り組
む大掃除のような大掛かりなものから日常の
ちょっとした片付けなど幅広くあります。日常
生活の中での掃除といったら、掃除機での掃除
を思い浮かべる方が多いのではないでしょうか。

掃除 機にも様々な
メーカーがあり、吸引
力の強さや軽さをア
ピールするものなどが
あります。主に床掃除
に使用すると思います
が、掃除機をかける姿
勢はやや前かがみに
なることが多いと思い
ます。この姿勢は腰に

負担がかかることも多いので、ノズルを伸ばし
てなるべく前かがみにならないような姿勢で行
うのが望ましいです。また、掃除機を使いなが
ら移動するのは高いバランス能力が必要になり
ます。最近はコードレスタイプの掃除機も多い
ですが、コード付きのタイプでは場所に応じて
コンセントの抜き差しが必要になる場合もあり
ます。その都度低い位置のコンセントに手を伸
ばさなければならず、しゃがむことが必要にな
る場合もあります。その他にもフローリングワ
イパーなども用いて掃除する場合もあると思い
ますが、それぞれ使用する物品などによって必

要な能力は異なります。
また、テーブルの上な
どを拭く動作をするこ
ともあると思いますが、
その場合、肩関節の大
きな可動域が必要にな
ります。当院でも入院
中から退院後に必要な動作練習や機能訓練の一
環としてリハビリテーションの中で掃除機やワ
イパーを用いた練習を取り入れています。

しかし、症状によってはご自分で掃除まで行
うことが困難なこともあります。介護保険では
訪問介護の生活援助として、生活スペースの掃
除を依頼することができます。ただし、介護保
険法によって定められた掃除の範囲は、利用者
自身が日常生活を送るうえで最低限必要とされ
るスペースを清潔に保つこと、となっています。
同居家族がいる場合などは掃除を依頼すること
ができる範囲などが変わってくるので、担当の
ケアマネージャーなどに相談していただければ
と思います。
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富岡地域医療企業団　公立富岡総合病院
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TEL.0274-63-2111
FAX.0274-64-1406
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富岡地域医療企業団　公立七日市病院
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公立富岡総合病院 予約専用ダイヤル

 以下の診療科では、専門的医療の維持と患者さんの待ち時間を少しでも削減するために
完全紹介予約制としております。他の医療機関からの紹介状のほかに、事前の予約が必要で
すので、かかりつけの医師にご相談ください。

公立富岡総合病院　完全紹介予約外来のご案内

【予約専用電話番号】 ０２７４－６３－２１１２
電話予約受付時間：8時30分～ 17時

上記以外の診療科については予約の必要はありませんが、紹介状をお持ちでなく受診
された場合は初診時選定療養費として1,650円をお支払いいただく場合があります。

●糖尿病・内分泌系 …… 月～金曜日の午前
●呼吸器系 …………… 水～金曜日の午前
●その他 ……………… 月～火曜日の午前
●腎臓内科 …………… 水曜日の午前
●血液内科 …………… 水曜日の午後

内　科
疾患別に予約をお取りいたします

●火曜日、金曜日の午前、午後神経内科

●脊椎 ………月曜日、木曜日、金曜日の午前
●膝 …………火曜日、水曜日の午前
●股関節 ……火曜日、木曜日の午前
●足 …………第2･4･5木曜日の午前
●その他 ……月～金曜日の午前

整形外科
疾患部位別に予約をお取りいたします

●月～金曜日の午前消化器科

●月～金曜日の午前
＊水曜日は再診予約のみです循環器科

●月～金曜日の午前
＊完全予約制。紹介状がなくても予約できます。泌尿器科

●月～金曜日の午前
＊完全予約制。紹介状がなくても予約できます。眼科

●月曜日、火曜日、金曜日の午前
＊完全予約制。紹介状がなくても予約できます。皮膚科


